
女
生
徒
の
た
め
に

一
時
期
男
子
牛
徒
に
倣
っ
た
黒
な
い
し
紺
サ
ー
ジ
の
制
服

と
襟
卒
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
生
徒
が
反
対
し
た
た
め
普
及
し
な
か

っ
た
。
恐
ら
く
粗
悪
品
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
満
員
電
車
か
ら
降
り
た
ら
ポ
ク
ソ

が

―
つ
も
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
物
資
不
足
の
折
り
、
毛
布
で
作
っ
た

上
着
や
．
ス
ポ
ン
、
焼
け
残
り
の
カ
ー
テ
ン
で
作
っ
た
プ
ラ
ウ
ス
、
敷
物
マ
ッ
ト

で
作
っ
た
靴
等
々
、
み
な
有
り
合
わ
せ
の
も
の
を
沿
て
登
校
し
た
。

男
女
共
学
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
昭
和
二
十
年
代
の
学
生
生
活
は
困
難
の
多

い
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
困
難
を
乗
り
越
え
さ
せ
た
も
の
は
、
若
さ
と
向
学

心
、
新
し
い
時
代
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
と
言
え
ょ
う
。
第

一
回
女
生
徒
一
l

一十
七

名
の
な
か
に
は
病
死
し
た
者
、
病
気
や
結
婚
そ
の
他
に
よ
り
退
学
し
た
者
も
多

く
、
順
当
に
卒
業
し
た
の
は
二
十
七
名
で
あ
っ
た
が
、
努
力
家
が
多
か
っ
た
。

油
面
科
の
卒
業
制
作
の
採
点
の
結
果
、

が
占
め
た
と
い
う
。

⑨

校
友
会
の
復
活
と
芸
術
講
座

昭
和
十
六
年
、
校
友
会
が
報
国
団
に
組
織
替
え
さ
れ
て
以
来
、
課
外
活
動
は

極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
体
錬
の
方
面
に
比
ぺ
て
文
化
方
面
の
活
動

は
殆
ん
ど
火
が
消
え
た
も
同
然
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年
九
月
、
文
部
省
は
学

校
報
国
団
を
解
体
し
て
自
治
的
校
友
会
に
再
編
す
る
よ
う
指
示
し
、
そ
の
た
め

本
校
生
た
ち
も
翌
二
十
一
年
五
月
十
日
、
入
学
式
の
後
で
学
生
大
会
を
開
催

し
、
こ
こ
に
校
友
会
が
復
活
し
た
。
そ
し
て
、
戦
↑
中
の
文
化
的
空
ヽ
日
を
埋
め

よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
七
月
三
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
講
堂
で
校
友
会
主

催
の
芸
術
講
附
（
公
開
）
を
開
い
た
。
当
U
は
先
ず
上
野
附
昭
が
開
会
の
挨
拶

と
い
う
人
が
多
い
。

ト
ッ
プ
は
勿
論
、
上
位
は
全
て
女
生
徒

⑩ 
を
し
、
そ
の
後
式
場
隆
一―
一
郎
、
梅
原
龍
三
郎
、
藤
田
嗣
治
、
小
宮
豊
隆
、
小
林

秀
雄
、
遠
山
孝
、
高
見
順
、
今
日
出
海
ら
が
講
演
し
た
と
記
録
に
あ
る
。
こ
の

夏
に
は
美
術
研
究
所
も
夏
期
美
術
講
座
（
七
月
二
十
五
日

S
三
十
一
日
）
を
開

き
、
帝
室
博
物
館
も
日
本
美
術
史
講
座
（
七
月
八
日

S+-＝
＿
日
）
を
開
い
て
戦

後
の
美
術
活
動
の
再
生
を
期
し
た
が
、
本
校
に
お
け
る
芸
術
講
座
は
そ
れ
ら
に

一
歩
先
ん
じ
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
期
問
も
長
く
、
若
者
の
希
望
に
よ

り
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
講
演
者
が
選
ば
れ
た
。
担
当
の
生
徒
が
講
浜
の
依

頼
に
行
く
と
、
皆
喜
ん
で
引
き
受
け
て
く
れ
、
ま
た
、
文
化
的
催
し
の
殆
ん
ど

無
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
聴
衆
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

高
山
夏
期
研
究
会

昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
の
問
、
飛
騨
高
山
で
夏

期
研
究
会
が
開
か
れ
た
。
宿
舎
に
は
工
芸
技
術
講
習
所
宿
舎
だ
っ
た
林
家
が
あ

て
ら
れ
た
。
麻
山
行
き
の
計
両
は
、
は
じ
め
は
山
岳
部
が
発
案
し
て
参
加
れ
を

経
っ
た
が
、
学
校
側
が
こ
れ
を
知
り
、
学
校
の
行
事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

戦後しばしば来校した藤田嗣治
（本校玄関前にて仁田三夫氏撮影）
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虻給物灯を術令へ池ぶ生徒たち (I9,1） 1ri舎から写•生に出かける生徒たち
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上店地にて (I司） 宿舎における加藤顕許の講，；8（同）
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携
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．
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＼
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ー

見
佑

し
月
廿

H
S九
J
J
_
11

な
っ
た
の
だ
と
一
一
い
わ
れ
る
。
そ
の
佐
の
推
進

K
は
事
務

W
小
林

投
郎
と
年
長
生
徒
田
原
"
-
.
（
Ill
竹
村
月
。
“
ル
教
屯
事
件
を

契
機
に
両
者
は
親
し
く
な
っ
た
）
氏
で
あ
っ
た
。
引
＊
者
と
し

て
教
i11西
本
順
、
西
Ill
正
秋
、
加
藤

wi泊、

JIÎ
ǹ
111
、
寺
田
呑

式
、
脇
本
楽
之
軒
、
小
池
府
太
郎
、

H
下
召
一
郎
、
ト
務
官
小

林
汲
郎
ら
が
硲
山
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
上
野
直
昭
校
長
も
邸
山

に
屁
期
滞
在
し
た
。
化
徒
は
男
女

f
科
生
、
本
科
生
約
五
十
名

ほ
ど
が
参
加
し
た
。
れ
必
は
そ
の
案
内
状
と
第
一
期
の
計
両

h

（
参
加

h
深
見
火
郎
氏
捉
供
）
で
あ
る
。

(.""111
市
又
校
以
期
研
究
会
案
内
）

.
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._
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縣
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一
、
行
事
予
定

ー
、
小
几
峠
ハ
イ
キ
ン
グ

2
、
ス
ケ
ッ
チ
小
品
股

運
貨
東
京
↓
古
四
山
往
復
五
上
ハ

1
（七

0
円）

一
、
七
月
廿
日
ー
↓
八
月
十
日

一
、
監
抒
者
予
科
長
西
山
正
秋
先
牛

i

、
参

加

者

矛

科

生

一
、
食

11
ニ
0
0円

シ）

七
月
十
一
日
迄
（
本
校
会
計
係
二
納
入
ス
ペ

第
一
期
計
両
洋
細

締
切

◎

tt邸

官

以
上

一
、
数

（
備
考
）

以
上

西
旧

・
小
林

・
西
本
先
牛

ス
ケ
ッ
チ
小
品
展
、
上
邸
地
キ
ャ
ソ
プ
旅
行

絵
画
講
習
会
及
諧
油
会

展
覧
会
ノ
開
催

一
、
附
近
案
内

0
上
ャ
団
地
及
北
ア
ル
ブ
ス
（
約
十
屯

バ
ス
の
便
あ
り
）

0
平
褐
峠
及

〔
胃
〕

同
温
泉
0
飛
弾
ノ
白
川
郷
及
五
箇
山
谷
0
小
且
峠
0
下
呂
温
泉

一
、
此
澁
＂
者

上
野
校
長
・

栂
原
先
生
・

加
藤
先
牛
・

久
保
先
牛
•

吉
川
先

生
他
〔ー

カ
〕

t
月
十
三
日
迄
校
友
会
ド
務
｛
令

移
動
申
告
ハ
持
参
ス
ペ
シ

ス
ル

絵
画
材
料
、
古
括
（
各
自
団
ム
モ
ノ
）
、
ノ
ー
ト
プ
ッ
ク
、

冬
シ
ャ
ツ
、
毛
布
（
上
森
地
旅
行
を
す
る
に
つ
き
）
、
其
ノ
他

一
、
地
方
在
住
者
ハ
参
加
ノ
可
否
ヲ
至
急
学
校
二
通
逹
ス
ベ
シ

一
、
女
性
ハ
帰
宅
ノ
日
時
ヲ

f
メ
父
兄
二
打
合
セ
骰
ク
れ

（
帰
途
他
へ
旅
行
滞
在
ス
ル
れ
ハ
父
兄
承
認
ノ
：
豆
知
ヲ
持
参
ノ
ド
）

七
JJ-
―|
1
1
午
前
五
時
廿
圧
分
ノ
大
阪
行
列
車
デ
出
発
ノ
為
四
時
llt分
迄

ニ
列
巾
ホ
ー
ム
ヘ
集
ル
コ
ト
。
モ
ッ
ソ
レ
ガ
小
可
能
ナ
ル
行
ハ
七
JI
十
九

日
夕
七
時
頃
迄
二
準
備
ヲ
ト
、
ノ
ヘ
テ
没
校
内
正
木
品
念
館
ノ
ニ
陪
二
集

合
、
西
田
先
牛
指
揮
ノ
ド
ニ
―
泊
シ
翌
朝

一
緒
二
出
発
ノ
れ

挫
用
二
百
円
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
預
金
封
鎖
中
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら

ず
、
田
原
氏
が
旭
山
滋
子
に
訴
え
た
結
果
、
大
蔵
省
（
当
時
は
四
ツ
谷
第
一
二
小

学
校
に
あ
っ
た
）
の
新
鋭
官
僚
旭
山
威
一
郎
の
は
か
ら
い
に
よ
り
特
別
措
骰
が

と
ら
れ
、
特
銀
行
か
ら
預
金
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

第
一
期
の
監
粁
教
官
は
西
田
、
加
藤
の

二
人
で
、
油
画
科
牛
徒
が
多
く
参

加
、
彼
ら
は
毎
日
災
し
い

H
然
を
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
り
見
学
を
し
た
り
し
て
過

ご
し
た
。
“
州
山
に
は
寺
が
多
く
、
西
田
の
説
明
で
仏
像
な
ど
も
見
学
し
た
。
希

一
、
行
北
内
容

第
一
期

第
一
＿
期

第
三
期

一
、
携
帯
品

第4平

ヽ
3
、
平
楊
峠

・
上
ャ
団
地
キ
ャ
ン
プ
旅
行
（
二
、
一1
泊
ノ
予
定
）

4
、
予
科
長
艇
味
講
座
及

it：
叉
栞
寸
々

ハ
イ
キ
ン
グ

・
キ
ャ
ソ
プ
旅
行
―
ー
ハ
若
干
ノ
食
代
以
外
自
動
車
行
等
要

戦後復輿期

ー
ト
等
）
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屯
行
は
渋
打
ぷ
枇
き
の
烹
へ
行
っ
て
絵
付
け
を
し
た
り
、
田
中
松
祐
斎
（
長
男
111

中
刃
氏
も
f

科
牛
で
、
こ
の
夏
期
教
~
全
に
参
加
し
た
）
の
春
炭
裕
り
丁
場
の
見

学
を
し
た
り
し
た
。
生
徒
の
な
か
に
は
田
舎
へ
行
け
ば
食
料
に
不

Hrll
し
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
参
加
し
た
者
も
あ
っ
た
が
、
食
料
不
足
は
田
舎
も
同
じ
で
、

米
の
中
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
、

前
期
の
七
月
二
十
八
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
中
に
米
か
、
と
い
っ
た
佗
し
い
食

れ
で
、
す
っ
か
り
当
て
が
は
ず
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
厳
し
い
食
料
打
佑
の

も
と
で
布

h
た
ち
の
空
版
を
悩
た
す
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
宿
舎
林
家

の
当
主
切
子
は
市
役
所
に
掛
け
＾
11

っ
た
り
、
伝
を
辿
っ
て
物
査
を
了
に
入
れ
た

り
し
て
奔
走
し
、
ス
ケ
ッ
チ
に
行
く
生
徒
た
ち
に
逹
．ハ
ソ
を
作
っ
て
持
た
せ
た

り
、
ま
た
、
彼
女
の
実
家
は
大
阪
尻
と
い
う
蒻
山
屈
指
の
栄
商
だ

っ
た
の
で
、

じ
夕
祭
り
に
は
牛
徒
数
名
を
そ
こ
へ
招
待
し
て
も
て
な
し
た
り
も
し
た
。
111
中

松
祐
斎
の
家
で
も
、
と
っ
て
お
き
の
小
豆
で
お
は
ぎ
を
作
り
、
見
学
に
来
た
牛

徒
に
食
ぺ
さ
せ
た
。
地
元
の
人
々
は
こ
の
よ
う
に
出
来
る
か
ぎ
り
の
歓
迎
を
し

た
の
で
あ
っ
た
。

一
平
＇九

H
に
実
施
さ
れ
た
上
高
地
行
き
は
、
参
加
名

た
ち
の
脳
炭
に
愉
快
な
思
い
出
と
し
て
鮮
明
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
先
ず
前
日
に

先
逍
隊
数
名
が
E
I
J
年
団
や
飛
郭
中
学
か
ら
伯
り
た
テ
ソ
ト
を
背
炊
っ
て
出
発
。

カ
ッ
ハ
約
の
ほ
と
り
の
小
梨
ギ
に
テ
ソ
ト
を
張
っ
て

一
行
を
待
っ
た
。
本
隊
は

当
日
朝
五
時
に
各

nリ
ュ
ッ
ク
に
画
材
や
米
、
野
菜
を
詰
め
て
宿
舎
を
出
発

し
、
浪
飛
バ
ス
で
平
褐
峠
を
越
え
て
平
楊
温
泉
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て

安
．
め
峠
の
雉
所
を
越
え
、
中
ノ
湯
を
経
て
お
釜
ト
ン
ネ
ル
に
沿
い
た
の
が
夕
方

の
六
時
頃
。
谷
川
の
水
で
米
を
と
ぎ
、
飯
絃
で
炊
い
て
ゴ
マ
塩
を
か
け
て
食

ペ
、
ま
た
出
発
し
た
が
、
ト
ソ
ネ
ル
の
な
か
は
兵
の
脚
で
、
女
生
徒
た
ち
を
中

に
、
男
子
が
前
と
後
ろ
に
つ
い
て
列
を
作
り
、
屯
車
ご
っ
こ
の
よ
う
に
紐
を
引

っ
張
っ
て
進
ん
だ
。
杞
の
光
を
見
て
、
漸
く
ト
ソ
ネ
ル
を
出
た
の
が
分
か
っ
た

と
い
う
。
r11
：
賠
の
な
か
を
更
に
歩
い
て
先
述
隊
の
待
っ
と
こ
ろ
へ
到
沿
、
夜

党
と
な
り
、
テ
ソ
ト
の
な
か
で
女
子
は
抱
き

f^l

っ
て
眼
り
、
男
子
は
足
根
だ
け

の
テ
ン
ト
か
ら
足
を
突
き
出
し
て
眠
っ
た
。
翌
朝
、
寒
｀
さ
に
応
え
な
が
ら

H
を

銘
ま
す
と
、
上
天
気
で
、
穂
邸
や
焼
岳
が
眼
前
に
迫
っ
て
い
る
。
み
な
盛
ん
に

ス
ケ
ッ
チ
し
た
が
、
昼
過
ぎ
か
ら
天
候
が
悪
化
し
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
登
山

を
計
画
し
て
い
た
れ
も
諦
め
て
．．
 
一時
頃
＾
L

且
そ
こ
を
出
発
。
平
褐
温
泉
の
宿
片

に

一
泊
し
、
翌
朝
、
古四
lllま
で
行
く
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
の
で
、
み
な
荷
台
に

お

ど

り

乗
っ
て
宿
令
に
仄
っ
た
。
上
邸
地
の
外
に
白
川
郷
へ
行
く
途
中
の
小
凡
峠
へ
行

っ
た
り
、

F
呂
湿
泉
へ
行

っ
た
り
も
し
た
。

参
加
者
の
正
確
な
数
は
把
握
で
き
な
い
が
、
深
見
実
郎
氏
が
皆
か
ら
敗
っ
た

寮
せ
古
き
（
八
月
九
日
）
に
は
次
の
人
々
の
サ
イ
ソ
が
あ
る
。

上
野
直
昭
、
西
田
正
秋
、
寺
田
存
キ
、
加
藤
喜
久
子
、
旭
山
侶
子
、
安
藤

由
美
子
、
海
老
原
艮
江
、
後
藤
市
．
二
、
江
幡
讃
、
柳
沢
淑
郎
、
小
林
、
松
本

光
治
、
大
島
芳
子
、
藤
ケ
崎
治
子
、
寺
西
愛
、
小
林
宮
巳
子
、
佐
藤
Y
、
大

野
俊
夫
、
中
川
、

Ill
中
勇
、

林
厨
、

林
陥
雄
（
宿
舎
林
家
の

一
人
息
子
）
、

兼
松
宙
子

(Jlt
郭
中
学
校
長
の
娘
。
林
家
に
間
伯
り
し
て
い
て
炊
市
を
手
伝

っ
た
）
、

T
A
I
B
0、
（
不
明

一
人）

第
二
期
に
は
予
定
ど
お
り
諧
背
会
が
開
か
れ
た
。
日
下
喜
一
郎
氏
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
日
下
氏
と
小
池
府
太
郎
に
よ
る
日
本
画
と
図
案
に
閑
す
る
講
油
会

で
、
寺
と
小
学
校
を
借
り
て
行
わ
れ
、
地
元
の
人
々
が
大
勢
聴
講
し
た
と
い

ャ）

こ
の
よ
う
な
反
期
研
究
会
の
催
し
も
一
凹
限
り
で
、
次
年
度
か
ら
は
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
邸
山
の
宿
舎
に
は
そ
の
後
も
柄
く
は
生
徒
の
グ
ル
ー
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戦
争
激
化
と
と
も
に
統
合
、
休
刊
を
弥
い
ら
れ
た
美
術
雑
誌
は
、
二
十

一

年
、
戦
後
の
過
酷
な
物
汽
不
足
の
な
か
で
次
々
と
復
刊
さ
れ
た
。

八
月
に
は

『
ア
ト
リ
ニ
』
が
、
九
月
に
は
『
み
づ
ゑ
』
が
復
刊
さ
れ
、

『
三
彩
』
が
創
flJ

さ
れ
て
い
る
。

『
文
の
国
』
は
十
二
月
に
復
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
編
択
雑
録
の

な
か
に
主
幹
の
石
川
宰
三
郎
は
次
の
よ
う
に
内
い
た
。

煙
の
や
う
に
秋
森
の
立
ち
こ
め
た
上
野
の
森
に
、
う
た
ご
え
が
打
ち
ひ
び

＜
o

-
音
架
駆
校
、
美
術
応
校
に
若
人
の
溜
息
が
悩
み
と
な
り
歓
ぴ
と
な
っ
て

流
れ
る
。
あ
た
た
か
な
松
西
術
祭
だ
。
冷
た
い
美
術
館
の
輔
廊
に
日
股
見
物
の

靴
音
が
符
し
て
ゐ
る
。
上
野
の
森
の
祭
典
と
行
れ
に
人
の
心
が
弥
く
ひ
か
れ

る
の
は
そ
こ
に
生
活
の
希
望
の
窓
を
見
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ろ
う
。
空

911
な
人
生
に
俯
熱
の
灯
を
か
4
げ
て
く
れ
る
も
の
ほ
炉
伝
術
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
上
野
の
森
が
聖
な
る
藝
術
の
森
に
似
し
て

一
切
の
邪
悪
を
追
は
ら
は
ね

ば
な
ら
な
い
。

芸
術
祭
と
銘
打
っ
た
音
美
両
校
合
同
の
第
一
同
学
園
祭
は
日
本
国
悠
法
発
布

祝
典
の
時
期
に
合
わ
せ
て
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
。
本
校
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
戦
時
下
の
重
圧
か
ら
開
放
さ
れ
、
男
女

共
学
と
な
っ
た
ば
か
り
の
と
き
の
新
鮮
な
体
験
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
史
の
上

か
ら
見
て
も
、
と
も
に
芸
術
を

11指
し
な
が
ら
異
常
な
ま
で
に
交
流
が
杜
絶
し

て
い
た
両
校
が
初
め
て
＾
＂

fni
て
行
巾
を
す
る
と
い
う
両
期
的
な
出
来
巾
で
あ

っ

プ
が
訪
れ
た
と
い
う
。

藝
術
祭
脱
催
次
第

敬
白

謹
啓
時
下
初
秋
爽
や
か
な
る
折
柄
令
台
盆
々
御
甜
榮
の
段
奉
賀
上
候

て
、
そ
こ
に
活
気
と
典
布
が
生
ま
れ
、
祭
り
は
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
。
両
校

か
ら
選
ば
れ
た
芸
術
祭
実
行
委
且
と
指
沌
教
官
（
本
校
側
は
生
徒
課
長
西
本

順
）
の
活
躍
に
よ
り
順
調
に
開
秘
。
両
校
内
お
よ
び
都
美
術
館
横
の
広
楊
で
各

種
の
催
し
も
の
が
朕
り
広
げ
ら
れ
、
栂
物
館
の
表
炭
館
で
も
本
校
蔵
品
展
覧
会

が
聞
か
れ
た
。

こ
の
第

一
回
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
小
松
光
義
、
深
見
実
郎
そ
の
他
諸
氏
か
ら

出
版
物
や
写
其
、
新
淵
等
々
の
衣
料
が
提
供
さ
れ
た
の
で
肉
容
を
把
掘
で
き

る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
開
催
に
先
き
立
っ
て
汽
金
北
め
の
た
め
に
次
の
案
内

状
が
配
布
さ
れ
た
。

陳
者
今
般
東
京
美
術
慇
校
並
に
東
京
秤
兜
尿
校
根
生
を
主
閤
と
し
て
新
生
日

本
の
文
化
寄
典
と
併
せ
て
生
徒
の
志
氣
昂
楊
、
立11
架
、
美
術
の
将
及
並
に
根

園
結
束
強
化
を
ti的
と
し
て
上
野
の
杜
に
於
て
左
記
に
依
り
卵
伝
術
祭
を
邪
行

し
度
く
存
じ
候

就
て
ほ
こ
の
癌
術
祭
を
よ
り
盛
大
な
る
催
し
と
致
し
度
に
つ
い
て
ほ
我
が
文

化
藝
術
に
御
理
解
あ
る
殺
下
の
御
指
群
と
純
洒
的
御
採
助
を
賜
は
り
度
乍
無

躾
右
御
願
ひ
労
々
御
報
告
申
上
候

一
、
美
術
展
党
會

二
、
油
奏
合

三
、
禎
隅

四
、
迎
動
合

十
一
月
上
旬
開
催
の
豫
定
、
期

n及
合
場
確
定
次
第
御
案
内
巾
上
候
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